
６６６６ 少子化の地域差①少子化の地域差①少子化の地域差①少子化の地域差① 〈〈〈〈奈良県と滋賀県の比較奈良県と滋賀県の比較奈良県と滋賀県の比較奈良県と滋賀県の比較〉〉〉〉

（２）（２）（２）（２） 年齢階層別未婚率及び有配偶出生率の推移年齢階層別未婚率及び有配偶出生率の推移年齢階層別未婚率及び有配偶出生率の推移年齢階層別未婚率及び有配偶出生率の推移

①未婚率未婚率未婚率未婚率は、１９７５年頃から、特に２５～２９歳、２０～２４歳の女性で急激な上昇特に２５～２９歳、２０～２４歳の女性で急激な上昇特に２５～２９歳、２０～２４歳の女性で急激な上昇特に２５～２９歳、２０～２４歳の女性で急激な上昇が見られる。未婚

率は、男女ともに、１９７５年から一貫して上昇してきたが、２００５年からの５年間は上昇が減速。

（図３）

②２００５年頃までは、晩婚化により、２５～２９歳の女性の未婚率が上昇したことが、少子化の要因晩婚化により、２５～２９歳の女性の未婚率が上昇したことが、少子化の要因晩婚化により、２５～２９歳の女性の未婚率が上昇したことが、少子化の要因晩婚化により、２５～２９歳の女性の未婚率が上昇したことが、少子化の要因

と考えられる。

③有配偶出生率有配偶出生率有配偶出生率有配偶出生率の推移では、１９９０年を底に緩やかな上昇傾向１９９０年を底に緩やかな上昇傾向１９９０年を底に緩やかな上昇傾向１９９０年を底に緩やかな上昇傾向にあり、２０１０年は１９８０年の水

準に回復している。（図４）
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【図３】
○○○○男性の所得男性の所得男性の所得男性の所得を見ると、20202020～～～～29292929歳歳歳歳では、300300300300万円未満の割合は奈良県が滋賀県より高く万円未満の割合は奈良県が滋賀県より高く万円未満の割合は奈良県が滋賀県より高く万円未満の割合は奈良県が滋賀県より高く、300300300300万円以上にな万円以上にな万円以上にな万円以上になると滋賀県が高いると滋賀県が高いると滋賀県が高いると滋賀県が高い。30303030～～～～39393939歳でも、同様歳でも、同様歳でも、同様歳でも、同様であるが、600万円以上の割合は奈良県の方が高い。

○滋賀県と奈良県の女性人口はほぼ同じだが、出生数には大きな差がある。①有配偶女性の数が、滋賀県の方が多く、特に30～34歳で差が大きい。②女性の年齢別出生数はどの年代でも滋賀県の方が多く、特に25～34歳の出生数に大きな差がある。（１）年齢階層別有配偶女性数と出生数（１）年齢階層別有配偶女性数と出生数（１）年齢階層別有配偶女性数と出生数（１）年齢階層別有配偶女性数と出生数

（２）年齢階層別男性の正規・非正規職員の割合（２）年齢階層別男性の正規・非正規職員の割合（２）年齢階層別男性の正規・非正規職員の割合（２）年齢階層別男性の正規・非正規職員の割合○滋賀県滋賀県滋賀県滋賀県の方が正規職員の割合が高く、非正規職員（通学が主な者を除く。）の割合が低い正規職員の割合が高く、非正規職員（通学が主な者を除く。）の割合が低い正規職員の割合が高く、非正規職員（通学が主な者を除く。）の割合が低い正規職員の割合が高く、非正規職員（通学が主な者を除く。）の割合が低い。○正規職員の割合の差が、特に20～24歳において、顕著となっている。

（３）男性の所得階層の割合（３）男性の所得階層の割合（３）男性の所得階層の割合（３）男性の所得階層の割合

（４）奈良県と滋賀県の比較まとめ（４）奈良県と滋賀県の比較まとめ（４）奈良県と滋賀県の比較まとめ（４）奈良県と滋賀県の比較まとめ

総務省統計局：平成22年国勢調査 厚生労働省：平成22年人口動態統

※非正規職員については、通学が主な者を除く。 総務省統計局：平成24年就業構造基本調査

総務省統計局：平成24年就業構造基本調査

奈良県と比較して奈良県と比較して奈良県と比較して奈良県と比較して滋賀県滋賀県滋賀県滋賀県では、では、では、では、

１１１１ ２５～２９歳の有配偶女性の数が多い。２５～２９歳の有配偶女性の数が多い。２５～２９歳の有配偶女性の数が多い。２５～２９歳の有配偶女性の数が多い。

２２２２ 有配偶女性の出生率が高い。有配偶女性の出生率が高い。有配偶女性の出生率が高い。有配偶女性の出生率が高い。

３３３３ 男性就業者の正規職員率が高い。男性就業者の正規職員率が高い。男性就業者の正規職員率が高い。男性就業者の正規職員率が高い。

４４４４ ２０～２９歳の男性の収入が３００万円以下の割合が低い。２０～２９歳の男性の収入が３００万円以下の割合が低い。２０～２９歳の男性の収入が３００万円以下の割合が低い。２０～２９歳の男性の収入が３００万円以下の割合が低い。

合計特殊出生率、有配偶率ともに高い滋賀県の特徴

有配偶出生率(H22年)25～39歳男性 25～39歳女性 25～39歳女性滋賀県滋賀県滋賀県滋賀県 142万人 1.53（全国１５位全国１５位全国１５位全国１５位・近畿１位近畿１位近畿１位近畿１位） 51.3％（全国５位全国５位全国５位全国５位） 62.2％（全国２位全国２位全国２位全国２位） 135.5（全国１８位全国１８位全国１８位全国１８位） 13,363人奈良県奈良県奈良県奈良県 140万人 1.31（全国４３位全国４３位全国４３位全国４３位・近畿５位近畿５位近畿５位近畿５位） 48.6％（全国２４位全国２４位全国２４位全国２４位） 54.9％（全国４０位全国４０位全国４０位全国４０位） 129.4（全国３０位全国３０位全国３０位全国３０位） 10,693人
〈基礎データ〉〈基礎データ〉〈基礎データ〉〈基礎データ〉 有配偶率(H22年)合計特殊出生率(H25年)（順位・降順）人口(H25.10.1) 出生数(H22年)
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